
船舶事故調査報告書 

令和８年３月２５日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 乗揚 

発生日時 令和７年７月２７日 ２１時１５分頃 

発生場所 愛知県蒲郡
がまごおり

市形
かた

原
はら

漁港北部 

 三河港形原南防波堤灯台から真方位０１１°１,０６０ｍ付近 

 （概位 北緯３４°４７.９′ 東経１３７°１１.６′） 

事故の概要  プレジャーボート スーパークルーザーやんちゃ姫
ひめ

あおい号は、航

行中、捨て石状の堤防に乗り揚げた。 

事故調査の経過 令和７年８月２７日、主管調査官（横浜事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート スーパークルーザーやんちゃ姫あおい号、５トン

未満（長さ６.７９ｍ） 

２５３－６８８１愛知、株式会社エルインターナショナル 

 乗組員等に関する情報 船長、二級小型・特殊 

 負傷者 なし 

 損傷 船底外板に擦過傷 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 南東、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 下げ潮の初期、潮高 ２２０cm（蒲郡） 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、家族等５人を乗せ、乗船者が蒲郡

市で花火大会の見物を終えた後、形原漁港に帰航中、同漁港北側にあ

る捨て石状の堤防（以下「本件堤防」という。）に乗り揚げた。 

本件防波堤の先端付近には、黄色標識灯が設置されていたが、本事

故当時、消灯していた。 

 本船は、船長が海上保安庁に本事故の発生を通報した後、潮位の上

昇によって自然離礁し、自力で帰航した。 

（付図１ 事故発生場所概略図 参照） 

分析 本船は、花火大会の見物を終えて形原漁港に帰航中、本件堤防に乗

り揚げたものと認められる。 

本事故時は月明かりが乏しく、また、本件堤防は捨て石状であった

ことから、船長は、防波堤をはっきりと視認することは困難であった

可能性があると考えられる。 

本事故後、本船は自力で離礁していることから、機関故障によって

操船不能になった可能性は低いものと考えられる。 

前記から、本事故については、船位確認が適切に行われていなかっ

た可能性があるが、船長から必要な情報が得られなかったことから、

乗揚に至った状況を明らかにすることができなかった。 

原因 本事故は、夜間、本船が、花火大会の見物を終えて形原漁港に帰航



中、船長が船位を確認していなかったため、本件堤防に乗り揚げた可

能性があると考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・小型船舶の船長は、操船に当たって目視のみに頼らずＧＰＳプ

ロッター等を使用して適切に船位を確認すること。 

 

付図１ 事故発生場所概略図 
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